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2． 卵殻一卵殻膜構造とその材料特性  




る（1）   
クテクラは卵殻の外側を0．01～0．05mmの厚さで薄  
い膜状に覆って，卵殻に存在する無数の微細な気孔を  





乳頭層の突起ででこぼこしているので，内側からのき   
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3・2 実験結果とその考察 図6に各モデル5個に対す  
る貫通破壊試験によって得られた庄子の受ける荷重  
とその変位曲線の代表的なものを示す．C型庄子では  
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径5mmの円孔が形成されたモデルを作成し，450 の  
角度を持った円線に等分布荷重を1N与えるものを考   
??
Figure8 Maximumstaticloadtopenetrate  
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4・2 実験結果とその評価 図14に貫通破壊エネルギ  
U。のグラフを示す・定性的な傾向としては静的貫通  
破壊試験結果（図9）とほぼ同様である．つまりどの  
衝撃子でも貫通破壊エネルギUDは大きい方から順に   
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Figure16 DifferencebetweenpenetrationenergiesUwm  
and Uwom   
外側からの貫通に対して効果的に働いていることが  
わかる．  









みは卵殻が全体として球形（アーチ形）をしていること   
と結晶が厚さ方向に配向しているので表面の凹凸し  
ている内側からき裂が入りやすいためと考えられる．  




膜の破断と殻と膜のはく離によって，その貫通エネ   
ルギを大きく吸収する．  
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保持に大きく役立っていることがわかる．   
図15はC型とS型で外側から貫通破壊させるのに必  
要なエネルギを内側からのそれで割った値を示して  
おり，灰色が静的実験値，白色が動的実験値であ  
る．いずれも3．5以上の値をとっており，これより貫  
通破壊エネルギの点で殻の著しい異方性が確認でき  
る．また図16は貫通破壊エネルギに及ぼす膜の有，  
無の影響を明らかにするため同じ条件での膜有り，  
膜無し試験片の貫通破壌エネルギの差（Uwm  
Uwom）を示している・これより膜は内側からよりも  
